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講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

１ー ２ 文字の読み書きの復習 
３ 日常の挨拶 
４ 初対面の挨拶と自己紹介 
５ー ６ 指示・所有表現の会話 
７ ロールプレイ 
８ー ９ 漢数詞と否定表現の会話 
１０ ロールプレイ 
１１ー１２ 固有数詞を使った買い物の会話 
１３ ロールプレイ 
１４ 韓国の映画鑑賞 
１５ まとめ 
１６ー１７ 前期の復習（基礎文法の確認） 
１８ー２０ 存在の有無・年月日・曜日・年齢 
２１ 年月日・曜日・年齢の会話 
２２ ロールプレイ 
２３ー２４ 時間の表現 
２５ 時間の関係ことばを使った会話 
２６ ロールプレイ 
２７ー２８ 打ちとけた丁寧形 
２９ 打ちとけた丁寧表現の会話 

 ３０ まとめ 

テキスト
 『コミュニケーション韓国語』 　長谷川由紀子著 　白帝社 

参考書
  『コミュニケーション韓国語 読んで書こう１』 長谷川由紀子著　　白帝社 

目的と概要

 授業は会話を中心に進めていきます。実際に役に立つ、日常生活の中で使われる基本的な会話表現を学び
ながら、それに沿った基礎文法を覚えていきます。また、韓国の映画や音楽など視聴覚資料を通して、韓国の
文化に触れる機会をもちます。さらに、日本語と韓国語の表現の違いを取り上げて、言葉と文化はどのような関

 係にあるのかを考えます。 

成績評価法
   平常点と小テスト(年５～６回実施）によって評価します。また、授業中に行う 会話練習の成果も考慮します。 
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